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【手続補正書】
【提出日】平成24年6月19日(2012.6.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　撮像部によって時分割露光された複数の画像を入力する入力手段と、
　前記画像の１つを複数の領域に領域分割する分割手段と、
　前記複数の領域のそれぞれに対して、該領域の輝度に応じた選択パターンを設定する設
定手段と、
　前記選択パターンのそれぞれに対応する振れ補正後の画像を生成する処理手段であって
、前記選択パターンに従って前記複数の画像から合成用画像を選択する分配手段、前記合
成用画像を合成した合成画像を生成する合成手段、並びに、前記選択パターン及び前記時
分割露光の際の前記撮像部の動き量に基づいて前記合成画像の振れを補正して前記振れ補
正後の画像を生成する補正手段を備える処理手段と、
　前記振れ補正後の画像のそれぞれから、当該画像の振れ補正に用いた選択パターンに対
応する領域内の画像を抽出し、該抽出された画像を統合する統合手段とを有することを特
徴とする画像処理装置。
【請求項２】
　前記処理手段は、前記複数の画像のうち前記合成用画像として選択されなかった画像を
用いて、前記時分割露光の際の前記撮像部の動き量を検出する検出手段をさらに備えるこ
とを特徴とする、請求項１に記載の画像処理装置。
【請求項３】
　前記分割手段は、前記画像内のオブジェクトに沿って前記領域分割を行うことを特徴と
する、請求項１又は２に記載の画像処理装置。
【請求項４】
　撮像部によって時分割露光された複数の画像を入力する入力手段と、
　複数の空間周波数域のそれぞれに対して、選択パターンを設定する設定手段と、
　前記選択パターンのそれぞれに対応する振れ補正後の画像を生成する処理手段であって
、前記選択パターンに従って前記複数の画像から合成用画像を選択する分配手段、前記合
成用画像を合成した合成画像を生成する合成手段、並びに、前記選択パターン及び前記時
分割露光の際の前記撮像部の動き量に基づいて前記合成画像の振れを補正して前記振れ補
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正後の画像を生成する補正手段を備える処理手段と、
　前記振れ補正後の画像のそれぞれから、当該画像の振れ補正に用いた選択パターンに対
応する空間周波数域の画像成分を抽出し、該抽出された画像成分を統合する統合手段とを
有することを特徴とする画像処理装置。
【請求項５】
　前記処理手段は、前記複数の画像のうち前記合成用画像として選択されなかった画像を
用いて、前記時分割露光の際の前記撮像部の動き量を検出する検出手段をさらに備えるこ
とを特徴とする、請求項４に記載の画像処理装置。
【請求項６】
　前記統合手段は、前記振れ補正後の画像のそれぞれを周波数空間のデータに変換する手
段、前記周波数空間のデータから抽出した画像成分を統合する手段、及び、前記統合した
周波数空間のデータを実空間のデータに逆変換する手段を有することを特徴とする、請求
項４又は５に記載の画像処理装置。
【請求項７】
　前記処理手段を複数有し、並列処理を行うことを特徴とする、請求項１乃至６の何れか
１項に記載の画像処理装置。
【請求項８】
　画像処理装置が行う画像処理方法であって、
　入力手段が、撮像部によって時分割露光された複数の画像を入力する入力工程と、
　分割手段が、前記画像の１つを複数の領域に領域分割する分割工程と、
　設定手段が、前記複数の領域のそれぞれに対して、該領域の輝度に応じた選択パターン
を設定する設定工程と、
　前記選択パターンのそれぞれに対応する振れ補正後の画像を生成する処理工程であって
、分配手段が前記選択パターンに従って前記複数の画像から合成用画像を選択する分配工
程、合成手段が前記合成用画像を合成した合成画像を生成する合成工程、並びに、補正手
段が前記選択パターン及び前記時分割露光の際の前記撮像部の動き量に基づいて前記合成
画像の振れを補正して前記振れ補正後の画像を生成する補正工程を有する処理工程と、
　統合手段が、前記振れ補正後の画像のそれぞれから、当該画像の振れ補正に用いた選択
パターンに対応する領域内の画像を抽出し、該抽出された画像を統合する統合工程とを有
することを特徴とする画像処理方法。
【請求項９】
　画像処理装置が行う画像処理方法であって、
　入力手段が、撮像部によって時分割露光された複数の画像を入力する入力工程と、
　設定手段が、複数の空間周波数域のそれぞれに対して、選択パターンを設定する設定工
程と、
　前記選択パターンのそれぞれに対応する振れ補正後の画像を生成する処理工程であって
、分配手段が前記選択パターンに従って前記複数の画像から合成用画像を選択する分配工
程、合成手段が前記合成用画像を合成した合成画像を生成する合成工程、並びに、補正手
段が前記選択パターン及び前記時分割露光の際の前記撮像部の動き量に基づいて前記合成
画像の振れを補正して前記振れ補正後の画像を生成する補正工程を有する処理工程と、
　統合手段が、前記振れ補正後の画像のそれぞれから、当該画像の振れ補正に用いた選択
パターンに対応する空間周波数域の画像成分を抽出し、該抽出された画像成分を統合する
統合工程とを有することを特徴とする画像処理方法。
【請求項１０】
　コンピュータ装置を制御して、請求項１乃至７の何れか１項に記載された画像処理装置
の各手段として機能させることを特徴とするプログラム。
【請求項１１】
　請求項１０に記載されたプログラムが記録されたことを特徴とするコンピュータが読み
取り可能な記録媒体。
【手続補正２】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　本発明に係る画像処理装置は、前記の目的を達成する一手段として、以下の構成を備え
る。すなわち、
　撮像部によって時分割露光された複数の画像を入力する入力手段と、
　前記画像の１つを複数の領域に領域分割する分割手段と、
　前記複数の領域のそれぞれに対して、該領域の輝度に応じた選択パターンを設定する設
定手段と、
　前記選択パターンのそれぞれに対応する振れ補正後の画像を生成する処理手段であって
、前記選択パターンに従って前記複数の画像から合成用画像を選択する分配手段、前記合
成用画像を合成した合成画像を生成する合成手段、並びに、前記選択パターン及び前記時
分割露光の際の前記撮像部の動き量に基づいて前記合成画像の振れを補正して前記振れ補
正後の画像を生成する補正手段を備える処理手段と、
　前記振れ補正後の画像のそれぞれから、当該画像の振れ補正に用いた選択パターンに対
応する領域内の画像を抽出し、該抽出された画像を統合する統合手段とを有することを特
徴とする。
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